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はじめに 

 

貧困、生命への脅威、人権蹂躙、自由の抑圧、資源剥奪．．．．。開発途上国

に住む人々は、人間らしい生存自体を脅かす問題に日々直面している。しか

も悪いことに、人々が声を出そうとしても、その声を反映させる仕組みがで

きていない。選挙があっても人々の要求がそのまま伝わるわけではないし、

そもそも民主的な選挙自体が行われていないこともある。行政の末端を担う

官僚は、人々の要求を聞くよりも、人々を従わせ、無視し、ひどい場合には

搾取することさえある。労働団体など影響力のある組織が代弁してくれるの

は、民衆の一部、要求の一部である。そこで人々は、フォーマルな制度にな

い方法で、自分たちの声を伝え、状況を変えようとするであろう。そうした

行動を励まし、支援する人たちも現れてきた。 

「社会運動」と呼ばれるこうした行動について、研究者は様々な分析ツー

ルを編み出してきた。しかしそれらは欧米先進国での現象を前提としたもの

であるから、現在の途上国における社会運動にそのまま適用できるわけでは

ない。途上国という文脈で現れる社会運動現象は、いかなる枠組みをもって

理解可能か――これが本研究会の問題意識である。 

１年目の2006年度は、Nick Crossley, Making Sense of Social Movements 

(Buckingham & Philadelphia: Open University Press, 2002)をテキストに

使いながら、既存理論の検討をおこなった。またミズーリ－コロンビア大学

（アメリカ）の和田毅先生からメキシコにおける社会運動の新しい担い手に

ついて、南京大学（中国）の張玉林先生からは中国の環境問題を巡る社会運

動について、それぞれ日本滞在中の貴重な時間をいただいてお話を伺った。

オブザーバーの米村明夫氏にも、メキシコ先住民の学校要求運動についてご

報告頂いた。これらの報告は、途上国での社会運動現象をどういった分析視

角で捉えればよいか、我々に重要な示唆を与えてくれた。 

こうした共同討論を踏まえて、各委員が自分の研究テーマに関する先行研

究をレビューしたのが本報告書である。これは来年度おこなう予定の事例研
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究を、単なる現象の紹介に終わらせず、理論的含意を主張できるものとする

ための準備作業である。本報告書が、同様の関心をもつ研究者、活動家諸氏

にも共通の知的インフラを提供できれば幸いである。 

 

2007 年３月 

編者 
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